
今
回
の
行
動
は
、
事
前
に
署
名

の
呼
び
か
け
と
署
名
用
紙
を
北
砂

１
丁
目
と
南
砂
５
丁
目
都
営
団
地

に
配
布
。
こ
の
日
、
署
名
用
紙
の

回
収
と
対
話
で
個
別
訪
問
し
た
も

の
で
す
。

こ
の
行
動
に
は
、
10
団
体
、
43

人
が
参
加
し
、
１
５
０
世
帯
と
対

話
、
２
６
６
筆
の
署
名
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

参
加
者

は
「
留
守

の
多
い
中

で
こ
ん
な

に
集
ま
っ
た
」
「
安
倍
内
閣
は
ひ

ど
い
。
戦
争
は
、
絶
対
い
や
」
と

30
分
以
上
の
対
話
も
。
「
改
憲
に

賛
成
の
人
も
い
た
、
も
っ
と
宣
伝

し
よ
う
」
な
ど
感
想
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

大
木
栄

一
委
員
長

は
基
調
報

告
で
、
こ

の
間
の
運

動
の
到
達

を
確
認
し
、

し
っ
か
り

と
総
括
を
お
こ
な
い
、
今
後
の
支

部
や
建
設
産
業
の
発
展
と
組
合
員

の
要
求
実
現
に
む
け
て
団
結
し
て

運
動
し
よ
う
と
提
起
し
ま
し
た
。

分
会
の
活
動
報
告
で
は
、
小
名

木
分
会
の
「
住
宅
デ
ー
の
会
場
が

変
更
に
な
り
ピ
ン
チ
だ
っ
た
が
、

逆
に
新
た
な
参
加
者
の
確
保
に
つ

な
が
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の

経
験
と
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
平
和
運
動
や
公
契

約
条
例
に
関
す
る
質
問
な
ど
が
出

て
活
発
に
討
論
さ
れ
ま
し
た
。

分
科
会
の
あ
と
、
２
０
１
７
年

度
経
過
報
告
、
２
０
１
８
年
度
の

運
動
方
針
を
採
択
し
ま
し
た
。

大
木
栄
一
氏
が
委
員
長
に
再
選

さ
れ
、
大
勝
友
二
氏
が
書
記
長
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
酒
井
利
夫
会
長
の
挨

拶
で
開
幕
。
来
賓
挨
拶
の
後
、
鶴

岡
清
作
事
務
局
長
が
議
案
報
告
と

次
期
役
員
を
提
案
、
い
ず
れ
も
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

新
後
援
会
長
に
は
藤
原
博
氏
が

選
出
さ
れ
、

来
年
の
選
挙

に
む
け
力
強

い
決
意
を
表

明
し
ま
し
た
。

来
賓
の
あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
は
、

豊
洲
市
場
へ
の
移
転
経
費
が
都
の

新
年
度
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
こ

と
、
日
本
体
育
協
会
が
入
っ
て
い

る
会
館
移
転
に
１
２
３
億
円
も
の

巨
費
が
投
入
さ
れ
る
な
ど
、
都
政

の
闇
を
批
判
し
ま
し
た
。

続
い
て
山
添
拓
参
院
議
員
は
、

「
モ
リ
・
カ
ケ
問
題
」
で
は
、
国

政
が
国
民
の
疑
心
暗
鬼
に
さ
ら
さ

れ
て
お
り
、
隠
ぺ
い
、
改
ざ
ん
が

次
々
に
明
る
み
に
な
る
事
態
で
も

誰
一
人
責
任
を
と
ら
ず
、
部
下
の

責
任
に
し
て
い
る
と
糾
弾
。

安
倍
内
閣
が
倒
れ
な
い
の
は
、

知
性
も
理
性
も
な
い
質
問
を
繰
り

返
す
与
党
議
員
が
圧
倒
的
多
数
を

占
め
て
い
る
た
め
で
、
野
党
と
市

民
の
共
闘
で
覆
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
訴
え
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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４
月
初
旬
に
予
定
さ
れ
た

今
年
の
花
見
の
宴
は
、
葉

桜
の
木
陰
で
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
週
末

は
29
度
の
真
夏
日
で
す
▼

加
計
問
題
で
は
、
首
相
自

身
の
関
与
に
迫
る
愛
媛
県
の
記
録

メ
モ
が
農
水
省
か
ら
も
出
て
き
て
、

柳
瀬
首
相
秘
書
官
の
国
会
で
の
証

言
が
不
可
避
と
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
森
友
問
題
で
疑
惑
の
渦
中

に
あ
る
財
務
省
の
福
田
事
務
次
官

の
セ
ク
ハ
ラ
に
よ
る
辞
任
と
い
う

不
祥
事
ま
で
加
わ
り
ま
す
▼
16
日
、

２
０
０
４
年
か
ら
の
自
衛
隊
の
イ

ラ
ク
派
遣
で
の
４
３
５
日
分
、
１

万
４
千
ペ
ー
ジ
も
の
日
報
が
、
防

衛
省
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
ま
し
た

が
、
「
戦
闘
」
の
記
述
も
あ
る
文

書
の
黒
塗
り
や
改
ざ
ん
の
疑
い
も

あ
り
、
そ
の
保
管
が
１
年
余
も
防

衛
相
に
報
告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

事
実
は
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
事

態
で
す
▼
17
日
か
ら
、
お
互
い
に

国
民
の
不
支
持
率
が
50
％
を
こ
え

た
日
米
両
首
脳
が
、
自
ら
の
失
政

を
外
交
の
成
果
で
補
お
う
と
す
る

そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
を
同
じ
ネ
ク
タ

イ
で
隠
し
な
が
ら
の
会
談
で
し
た
。

こ
の
日
、
赤
旗
経
済
欄
に
坂
本
雅

子
さ
ん
に
聞
く
「
経
済
の
迷
宮
」

第
２
弾
「
日
本
の
新
属
国
化
」
の

連
載
が
始
ま
り
「
ア
ベ
政
治
」
が

こ
と
ご
と
く
米
国
の
要
求
に
基
づ

い
て
い
る
戦
慄
す
べ
き
事
実
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
読
を
…
▼

27
日
の
南
北
首
脳
会
談
に
続
く
米

朝
首
脳
会
談
の
成
否
は
予
断
で
き

ま
せ
ん
が
、
朝
鮮
半
島
の
非
核
化

と
朝
鮮
戦
争
の
終
結
後
の
東
ア
ジ

ア
の
平
和
体
制
を
す
す
め
る
要
請

文
を
関
係
各
国
に
送
付
し
、
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
連
合
と
も
話
し
合
い

を
続
け
て
い
る
日
本
共
産
党
の
積

極
的
な
野
党
外
交
に
注
目
で
す
。

税
金
や
国
民
健
康
保
険
料
な
ど

は
も
ち
ろ
ん
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
突
然
の
病
気

や
失
業
で
な
ど
で
生
活
が
困
窮
し

て
い
る
人
か
ら
強
引
に
取
り
立
て

る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
が
今
、
給
料
な
ど
が
振

り
込
ま
れ
た
当
日
に
、
滞
納
者
の

銀
行
口
座
を
全
額
差
し
押
さ
え
る

と
い
う
乱
暴
な
取
り
立
て
が
行
わ

れ
、
全
国
で
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
強
引
な
差
し
押
さ
え
の

取
り
消
し
を
求
め
る
裁
判
が
各
地

で
起
こ
さ
れ
、
住
民
の
訴
え
を
認

め
る
判
決
も
相
次
い
で
い
ま
す
。

今
年
１
月
31
日
、
前
橋
地
裁
は

「
給
与
な
ど
が
銀
行
口
座
に
振
り

込
ま
れ
た
場
合
で
も
、
最
低
限
の

生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な

一
定
の
金
額
に
つ
い
て
差
し
押
さ

え
を
禁
止
し
た
国
税
徴
収
法
76
条

１
項
、
２
項
の
趣
旨
は
で
き
る
限

り
尊
重
さ
れ
る
べ
き
」
と
し
て
前

橋
市
に
よ
る
銀
行
口
座
か
ら
の
差

し
押
さ
え
を
違
法
と
し
、
返
還
を

命
じ
ま
し
た
。

江
東
区
で
も
「
両
親
と
３
人
の

く
ら
し
に
必
要
な
給
与
16
万
円
が

銀
行
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
当
日

に
全
額
差
し
押
さ
え
ら
れ
、
分
納

額
の
引
き
上
げ
を
要
求
さ
れ
て
い

る
」
と
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

区
は
、
区
議
団
の
再
三
の
質
問

に
「
給
料
や
年
金
で
も
銀
行
口
座

に
振
り
込
ま
れ
れ
ば
、
一
般
の
預

金
債
権
だ
」
と
し
て
全
額
差
し
押

さ
え
を
正
当
化
し
て
き
ま
し
た
が
、

予
算
審
査
の
中
で
「
生
活
が
困
窮

し
て
い
る
と
分
か
っ
た
の
で
滞
納

処
分
の
執
行
を
停
止
し
て
い
る
」

と
答
え
ま
し
た
。

乱
暴
な
住
民
税
滞
納
分
の

差
し
押
さ
え
が
執
行
停
止
に

写
真
は
、
署
名
行
動
の
出
発

前
の
打
ち
合
わ
せ
。
右
下
、

集
ま
っ
た
署
名
用
紙
が
入
っ

た
封
筒
の
束
を
持
つ
参
加
者
。

江
東
区
日
本
共
産
党
後
援
会
総
会

来
年
の
一
斉
地
方
選
・
参
院
選
に
向
け

４
月
15
日
、
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
で
、
江
東
区
日
本
共
産
党
後
援
会

総
会
が
開
か
れ
、
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

東
京
土
建
江
東
支
部

第
63
回
定
期
大
会

東
京
土
建
江
東
支
部
は
、
第
63
回
定
期
大
会
を
４
月
８
日
、
江
東
土

建
支
部
会
館
で
開
催
。
１
２
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

諸
要
求
実
現
江
東
大
運
動
実
行
委
員
会
は
４
月
15
日
、
「
９
条
改

憲
Ｎ
Ｏ
！

３
０
０
０
万
人
署
名
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。



総
会
は
、
吉
澤
敬
一
会
長

の
挨
拶
に
続
い
て
、
東
京
社

会
保
障
推
進
協
議
会
の
寺
川

慎
二
事
務
局
長
が
情
勢
報
告

を
兼
ね
て
挨
拶
。
①
４
月
か

ら
国
保
財
政
が
都
道
府
県
移

管
に
な
る
と
、
都
内
で
も
保

険
料
が
年
間
15
万
円
も
ア
ッ

プ
す
る
市
が
あ
り
、
格
差
社

会
の
不
平

等
が
一
層

拡
大
さ
れ

る
。
②
国

の
計
画
の

「
我
が
事
・

丸
ご
と
」

地
域
共
生

社
会
は
、

区
直
営
事

業
を
区
民

が
「
我
が

事
」
と
し

て
と
ら
え
、

自
助
努
力

で
「
丸
ご
と
」
や
れ
と
い
う
、

福
祉
の
公
的
責
任
を
投
げ
捨

て
る
も
の
で
あ
る
。
③
都
内

で
は
、
少
額
の
貯
金
ま
で
差

し
押
さ
え
る
と
い
う
違
法
な

徴
収
や
、
生
活
保
護
の
問
答

無
用
の
打
ち
切
り
が
強
ま
っ

て
お
り
、
都
は
反
対
運
動
を

「
悪
意
の
感
情
等
を
目
的
と
す

る
行
為
」
と
見
な
し
て
迷
惑

防
止
条
例
改
悪
で
抑
え
込
も

う
と
し
て
い
る
、
な
ど
と
糾

弾
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
き
く
ち
幸
江
区

議
会
議
員
が
区
議
会
報
告
を

兼
ね
て
挨
拶
。

総
会
は
、
２
０
１
７
年
度

の
「
活
動
経
過
報
告
」
「
決

算
・
監
査
報
告
」
及
び
２
０

１
８
年
度
の
「
方
針
案
」

「
予
算
案
」「
役
員
体
制
」
を

い
ず
れ
も
承
認
し
、
総
会
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
て
終
了
し

ま
し
た
。

赤
羽
目
た
み

お
区
議
の
司
会

で
始
ま
り
、
議

員
歴
５
年
、
２
歳
児
を
保
育

園
に
預
け
な
が
ら
の
国
会
内

外
の
活
動
を
続
け
て
い
る
吉

良
氏
は
、
生
い
立
ち
か
ら
学

生
時
代
の
生
活
、
就
職
し
た

「
企
業
の
社
会
的
責
任
」
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
会
社
が
平
気
で

「
派
遣
切
り
」
す
る
こ
と
に
腹

を
立
て
て
い
た
時
に
立
候
補

の
話
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、

政
治
家
と
し
て
の
原
点
や
姿

勢
を
率
直
に
語
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
に
加
え
、
事

前
に
用
意
さ
れ
た
質
問
は
40

項
目
と
多
彩
で
、
趣
味
、
好

き
な
音
楽
や
タ
レ
ン
ト
、
消

費
税
10
％
阻
止
の
展
望
、
野

党
共
同
の
提
出
法
案
や
野
党

共
闘
の
今
後
な
ど
、
答
え
と

や
り
取
り
が
続
き
ま
し
た
。

「
自
分
の
２
歳
の
子
ど
も
に
、

憲
法
を
今
の
ま
ま
手
渡
し
た

い
。
一
緒
に
力
を
尽
く
し
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
訴
え
に
一

段
と
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り

ま
し
た
。

講
師
の
白
石
孝
氏
は
労
働

運
動
や
市
民
運
動
へ
の
関
わ

り
が
長
く
、「
官
製
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
研
究
」「
反
貧
困
」
な

ど
多
く
の
社
会
的
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
講
演
で

は
「
人
権
と
市
民
参
加
の
ソ

ウ
ル
市
政
」
を
詳
し
く
紹
介

し
、
日
本
で
は

「
個
別
領
域
の

市
民
・
社
会
運

動
は
蓄
積
も
経

験
も
持
っ
て
い
る
が
、
内
向

き
」
と
率
直
に
指
摘
し
、「
仮

に
い
ま
民
主
的
政
権
が
出
来

て
も
、
基
本
政
策
す
ら
な
い
。

『
反
対
・
倒
閣
』
か
ら
『
創

る
』
へ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
学
習
会
は
「
韓

国
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
の

事
前
企
画
。
岡
田
光
司
事
務

局
長
は
「
来
年
の
統
一
地
方

選
挙
、
参
院
選
に
備
え
て
企

画
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

江東区で人気のある亀戸天神は、学

問の神様菅原道真が祭られ、受験生な

どが願かけに押しよせます。社伝によ

れば、太宰府天満宮の大鳥居信祐が夢

のお告げで、道真の木像をつくり亀戸

村に小さな祠をつくったのが起源だと
ほこら

いいます。２月には梅、４月には藤が

咲き、東京随一の藤の名所です。

反橋や藤紫に鯉赤し 子規
そ り ば し

江戸時代の梅の名所は、亀戸３丁目

にあった梅屋敷で、光圀が「臥龍梅」
が りゅう ば い

と名づけた老梅がありました。広重の

「亀戸梅屋敷」で世界中に有名となり、

ゴッホも油絵で模写しましたが、廃園

になってしまいました。

牡丹の名所は毛利１丁目の牡丹園で

したが、これも大正の終わりにその歴

史をとじました。深川の牡丹町には、

地名となっている牡丹を路地で丹精し

ている方がいます。

野明りや時雨かかりし 牡丹町 波郷
の あ か し ぐ れ

初秋には萩の花、亀戸３丁目の龍眼
りゅう が ん

寺（萩寺）は今も萩の名所です。
じ

元禄のころから萩が植えられ、毎年美

しい花を咲かせます。

ぬれて行く人もおかしや雨の萩 芭蕉

国文学者落合直文は、萩の花を愛し
な おぶ み

て「萩之舎」と号し、萩寺に自分の墓
は ぎ の や

をと願っていました。直文の歌碑が萩

寺に立っています。

萩寺の 萩面白しつゆの身の
おくつきどころ ここに定めん 直文

11月の文化の日の頃、亀戸天神や富

岡八幡の境内で菊の花の展示会がひら

かれ、丹精こめた菊が展示されます。

菊づくりは、前年の11月に、大阪の横

山町と寝屋川に、種子から育てた菊を

一週間がかりで見にゆき、よいものを

抜いて交配させて育てます。ビニール

の屋根で風塵や日光から守り、花が大

きくなると台をいれて花びらをそろえ

ます。美しい菊の花は、こうした永年

の努力の結晶です。

水甕に水あふれけり 菊作り 波郷
み ず が め
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概説

(79)

江
東
区
社
会
保
障
推
進
協
議
会
第
25
回
定
期
総
会

が
３
月
27
日
、
東
京
土
建
江
東
支
部
会
館
で
開
か
れ

38
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

☆

行
事
日
程

☆

○
５
月
３
日
（
木
・
祝
）
11
時
～

◆
憲
法
集
会

司
会

古
今
亭
菊
千
代

（
有
明
防
災
公
園
）

○
５
月
５
日
（
土
・
祝
）
13
時
～

◆
「
語
り
継
ご
う
憲
法
の
こ
こ
ろ
」

―
世
界
の
子
ど
も
の
平
和
像
東
京
の
会

―

（
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
）

○
５
月
６
日
（
日
）
12
時
～

◆
平
和
行
進
出
発
集
会（

第
５
福
竜
丸
展
示
館
前
）

○
５
月
９
日
（
水
）
16
時
30
分
～

◆
都
教
組
江
東
支
部
定
期
大
会

（
テ
ィ
ア
ラ
江
東
地
階
）

○
５
月
13
日
（
日
）
11
時
～

◆
江
東
年
金
者
組
合
総
会

（
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ

5F
）

質
問
に
応
え
る
吉
良
さ
ん（
右
）

と
司
会
の
赤
羽
目
区
議（
左
）

今
年
は
桜
が
早
く
満
開
に
な
っ
た
３
月

30
日
、
江
東
生
活
と
健
康
守
る
会
は
予
定

を
早
め
て
、
猿
江
公
園
で
お
花
見
会
を
41

人
が
参
加
し
て
開
き
ま
し
た
。

佐
藤
巌
会
長
は
「
好
例
の
お
花
見
会
に

参
加
し
て
活
動
を
交
流
し
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
。
来
賓
の
あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
、
赤

羽
目
た
み
お
区
議
が
挨
拶
。
「
都
営
住
宅

へ
の
入
居
希
望
に
つ
い
て
区
民
要
求
を
取

り
あ
げ
て
入
居
で
き
る
よ
う
、
守
る
会
の

運
動
を
さ
ら
に
強
め
ま
し
ょ
う
」
な
ど
激

励
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
拾
二
題
「
亀
井
戸
」

吉
田
博
・
画
（
昭
和
２
年
）

ブ
ラ
ッ
ク
な
働
き
方
、
学
校
の
こ
と
、
育
児
・

保
活
か
ら
国
会
情
勢
ま
で
、
た
っ
ぷ
り
語
り
合

お
う
と
企
画
さ
れ
た
「
キ
ラ
キ
ラ
ト
ー
ク
」
が

４
月
14
日
、
日
本
共
産
党
江
東
地
区
委
員
会
と

民
青
同
盟
が
主
催
し
て
江
東
区
産
業
会
館
で
開

催
。
老
若
男
女
30
人
参
加
の
会
場
は
、
共
感
と

決
意
に
包
ま
れ
た
２
時
間
で
し
た
。

「
市
民
と
政
治
を
つ
な
ぐ
江
東
市
民
連
合
」
は
４
月
３

日
、
韓
国
で
は
国
会
で
の
与
・
野
党
の
議
席
が
拮
抗
し
て

い
る
も
と
で
主
権
者
の
市
民
が
立
ち
上
が
り
、
朴
大
統
領

を
解
任
し
た
大
規
模
な
「
キ
ャ
ン
ド
ル
市
民
革
命
」
と
ム

ン
・
ジ
ェ
イ
ン
新
政
権
誕
生
。
野
党
統
一
と
市
民
参
加
で

実
現
し
た
革
新
系
の
ソ
ウ
ル
市
政
の
実
践
内
容
か
ら
日
本

の
市
民
運
動
も
学
ぼ
う
と
、
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
で
40
人

の
参
加
で
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。


